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富田林市こどもの権利擁護委員会の設置について 

１．目的 

   富田林市こどもの権利条例（以下、「条例」といいます。）では、いじめや体罰、虐待、差別等の権利

侵害からの擁護、侵害の防止及び救済を図るための制度として、第５章「こどもの権利の擁護および

救済」において、第１５条に「富田林市こどもの権利擁護委員会（以下、「擁護委員会」といいます。）の

設置」を規定しています。 

本市のこどもを対象に、こどもが気軽に相談できる窓口として「擁護委員会」を設置し、擁護委員

会と相談・調査専門員が連携しながら、こどもの権利の擁護や救済及び権利侵害の防止を図ります。 

 

２．概要（案） 

（１）擁護委員会について 

  条例第１５条・第１６条（参考資料２_「富田林市こどもの権利条例【解説付き】抜粋」を参照） 

 

（２）運営体制 

資料 3-２_「こどもの権利擁護委員会ポンチ絵」のとおり 

 

（３）課題 

・こどもが気軽に安心して相談できる窓口にするためには、どのような工夫が必要か。 

 （委員や相談・調査専門員の人選、設置場所、相談受付時間、相談方法、周知・啓発など） 

・その他、擁護委員会の制度設計全般について 

 


